
２０２３年度奨学生募集要項 
 

公益財団法人バロック村井博之財団 

１. 趣旨 

本財団は、日本人学生及び外国人留学生に対して奨学援助を行うことで、ボーダレス化が進展す

る社会において、自らの手で新しい文化を創造し、積極的に世界へ飛躍することを志す人材を育成

することを目的とします。 

 
２. 応募者の資格等 

・日本国内に居住する者で、日本国内の大学、短期大学、専門学校（以下「大学等」と 

言う。）に在学する日本人学生及び外国人留学生。 

・他の給付型奨学金を受給していない者。 

・本財団が企画する行事（贈呈式等）への参加に協力することが出来る者。 

＊世帯所得は書類選考の判定に使用しますが、世帯所得による応募制限はありません。 

 

３. 奨学資金給付期間 

2023年4月1日より2024年3月31日までの1年間 

外国人留学生の場合で、日本の大学等に在籍する期間が上記期間に満たない場合に

は、在籍する月分のみを給付期間とします。 

 
４. 奨学金給付額 

月額3万円（年間36万円） 

※返済の必要はありません。（返還請求事由に該当する場合を除く） 
 
 

５. 募集定員 

25名程度 

 
 

６. 応募方法 

(１) 申込は、本財団所定の申請用紙に必要事項を記入し、郵送による方法で受付けます。な

お、申請書類は、本財団のホームページからダウンロードできるほか、郵送での請求も可

能です。 

(２) 提出された書類は返却いたしません。本財団の個人情報管理規程に従い、適正に処理い

たします。 

（３） 提出書類（個人情報は適切に管理し、選考目的以外で使用しません） 

① 申込書 写真付/カラー/6 ヶ月以内 （指定用紙に日本語で書いてください） 

② 誓約書 （指定用紙に日本語で書いてください） 



③  小 論 文 

論文課題 

以下のいずれかのテーマを選択 

・「グローバル社会へ飛躍するために」 

～学生として何を学び、どのような事に挑戦すべきか～ 

・「サスティナブルな社会の実現のために」 

～日本の産業界は何を目標とし、どのような事に挑戦すべきか～ 
 
 

指定課題用紙 

・学校名、学部、学年、氏名を書いてください。 

・フォントは 10.5pt で入力し、800 文字以上 1200 文字以内とします。 

・指定用紙に日本語で書いてください。 

 
 

④ 在学証明書（原本） 

⑤ 成績証明書※ 

※ 大学１年生は、卒業高校の調査書（原本） 

※ 高等学校卒業程度認定試験合格者は、合格成績証明書（原本） 

※ 外国人留学生は、最終校の成績証明書（原本） 

※ 日本語・中国語・英語。それ以外の言語の場合は翻訳を添付してください。 

⑥ 口座届※ 

※ 申込書内に所定の記載欄を設けています。 

※ 口座番号のわかる通帳口座の写しのご提出をお願いします。 

⑦ 住民票の原本（世帯全員がわかるものでマイナンバーの記載が無いもの） 

⑧ 在学学長又は在学学校長の推薦書 

※ 学長又は学校長から受領することを原則としますが、やむを得ない場合には、

指導教授による推薦も認めます。ただし、指導教授から推薦を受ける場合には推薦書の

特記事項に学長又は学校長から推薦を受けられない理由を付記してください。 

⑨ 個人情報の取扱いに関する同意書 
 
 

７. 申込期間 

2023年4月1日 ～ 2023年5月12日（当日消印有効） 
 
 

８. 選考方法 

奨学金給付対象者は、本財団の選考委員会において、出願書類による審査を通過し

た者を対象とする面接審査を経て候補者を選考し、本財団理事会において承認の上、

決定いたします。面接審査は、2023年7月上旬頃に、WEB上での面接を予定しておりま

す。 



 
 

９. 結果通知 

採否に関わらず、審査結果は2023年7月下旬を目途に、郵送にて通知いたします。但し、審査結

果及び審査理由等には一切お答えいたしかねます。 

 
１０．支給方法 

本人名義の金融機関口座へ振り込みます。 

2023年8月末までに12ケ月分振り込ます。 

※本人以外の名義の口座には振り込みができません。 

※外国人留学生の場合、給付期間中、日本の大学等に在籍する月分の奨学金を給付します。 

 
１１．贈呈式 

2023年8月頃を予定 

※採用者には、事前に通知致します。 

※贈呈式の出席に協力することは義務付けられています。 

※贈呈式に必要な交通費（国内分）は本財団が負担致します。 
 
 

１２．受領書の提出 

奨学金受領後に奨学金受領書を提出願います。 

 
 

１３．報告および届出事項 

（１）報告 

奨学生は成績証明書、生活状況報告書を給付期間終了後、2023年5月末までに理事長宛に

提出してください。 

（２） 届出事項 

休学、転学、退学、長期欠席、停学、留年、その他の処分、氏名・住所等の変更について

は適時本財団へ報告してください。 

 
１４．奨学金の休止、停止、打切り 

下記の事由に該当したときは、奨学金の休止、停止、打切りを求めることがあります。 

(１) 奨学金の申請書に虚偽の記載があった場合 

(２) 奨学生が奨学金の受給中に、休学、停学、留年及び退学した場合 

(３) 奨学生が本財団に対し指定された書類を提出しない場合 

(４) 本財団の信用を害した場合 

(５) その他奨学金給付規程第2条に規定する奨学生としての資格を失った場合 

(６) 前各号の他、奨学生として適当でない事実があった場合



 

１５．奨学金の返還請求 

奨学金の休止、停止、打切りを決定した事案について特に悪質と認められる場合で、下記の

事情のいずれかがある場合、理事長は選考委員会の決議を経て、支給した奨学金の一部また

は全部の返還を求めることがあります。 

（１） 申請書に虚偽の記載があり、かつ、当該虚偽記載が悪質である場合 

（２） 奨学生が留年または退学し、かつ、就学の態度が誠実でない場合 

（３） 奨学生の就学状況が著しく不良であり、かつ、その原因が奨学生に起因する場合 

（４） 奨学生が本規定のいずれかの条項に違反し、かつ、改善の要請にも拘わらず、

改善されない場合 

（５） 犯罪、反社会的行為その他社会的な信用を失墜する行為を行った場合 

（６） 前各号の他、本財団の奨学金の趣旨に著しく反する場合 
 
 

１６．辞退 

奨学金の受給は、原則として、辞退できません。だたし、奨学金を必要としない事由が生

じた場合又は奨学金の資格要件に該当しなくなった場合には、所定の届出書に推薦した

学長又は学校長が署名、捺印したものを本財団事務局に届け出ることで奨学金の受給

を辞退することができます。 

 
１７．個人情報の取扱い 

本財団が、応募書類から得た応募者の個人情報は、奨学金給付対象者の選

考、審査結果の本人への通知など、選考業務に限定して使用いたします。 

 
１８．注意事項 

（１）本財団の奨学生は、卒業後の就職その他についての何らの制限拘束は受けません。 

（２）この要項に記載してある事項につき不明の箇所、又はこれ以外で疑問があれば、一般

財団法人バロック村井博之財団事務局までお問い合わせください。 

 
１９．申請書類提出先・連絡先 

公益財団法人バロック村井博之財団 事務局 

〒153－0042 東京都目黒区青葉台 4 丁目 7 番 7 号 住友不動産青葉台ヒルズ 

Mail：info@baroque-urai.or.jp  

Web：https://baroque-murai.or.jp 

※「奨学生応募書類在中」と明記ください。 

※書類の不足があった場合は、いかなる理由であれ受理いたしません。 

※お送りいただいた書類は返却いたしませんのでご了承ください。 

mailto:info@baroque-murai.or.jp


奨 学 生 申 込 書 

2023年  月  日

公益財団法人 バロック村井博之財団

    理事長 村井  博之  殿

貴財団の奨学生を希望いたしますので、奨学生募集要項及び奨学金給付規程の内容を理解し

同意した上で、関係書類を添付して応募します。

フリガナ

生年月日

年 齢

性 別

(西暦)  (年齢は4月1日現在の満年齢を記載) 

年 月   日生 ( 才) 
男  ・  女

氏  名 印

本 人 の

現 住 所

〒    －

電話番号 国  籍

E－mail 
(パソコン) 

Ｅ－mail 
(携帯) 

在  籍

機  関 記載例 ○○大学(短期大学)○○学部(研究科)○○学科(専攻) 

卒業予定 西暦    年  月

留学予定

期  間

西暦    年  月 ～ 西暦  年  月

※留学生のみ記載してください。※日本の大学等に在籍する期間を記載してください。

家 族 の

住 所

〒    － 電話番号

家族状況

(年齢は4 
月1日現

在で記入) 

続柄       氏 名 年齢 職業等

世帯収入 概算    円

他奨学金等の受給

又は申請の状況

独立行政法人日本学生支援機構（貸与型） 受給・申請予定

その他（            ） 受給・申請予定

授業料 年額     円 授業料の免除  有（    円） ・ 無



奨学生を

希望する

理由及び

使用目的

  上半身の写真を

  貼って下さい。

(写真の裏面に氏名、生年

月日を記載してください) 

本

人

履

歴

学歴・職歴等

西暦  年  月                高等学校入学

西暦  年  月

西暦  年  月

西暦  年  月

特

記

事

項

 趣  味

 特  技

 長所・短所

口

座

情

報

口座名義人 口座番号

金融機関名 本・支店名 種目

備

考

(その他特記すべき業績事項等) 



２０２３年度 公益財団法人バロック村井博之財団 

奨 学 金 応 募 書 類 

必 要 書 類 備 考

奨学生申込書（本財団指定様式） 写真1枚添付要（カラー/6ヶ月以内）

誓約書

小論文（指定課題用紙）

・学校名、学部、学年、氏名を書いてくださ

い。

・フォントは10.5ptで入力し、800文字以上

1200文字以内とします。

・日本語で書いてください。

在学証明書 原本

成績証明書

・大学1年生は、卒業高校の調査書（原本）

・高等学校卒業程度認定試験合格者は、合格

成績証明書（原本）

・外国人留学生は、最終校の成績証明書（原

本）

住民票の原本
世帯全員がわかるもの。マイナンバーの記載

がないものをご提出ください。

在学学長等の推薦書

学長又は学校長から受領することを原則とし

ますが、やむを得ない場合には、指導教授に

よる推薦も認めます。

奨学金給付口座の通帳写し 口座番号がわかるページをお願いします。

個人情報の取扱いに関する同意書

ご提出頂きました書類は本財団の事業を遂行する目的以外には一切使用致しません。



誓約書 

公益財団法人  バロック村井博之財団 

理事長   村井 博之   殿       

  私は、貴財団の「公益財団法人バロック村井博之財団奨学生募集要項」および「公益財

団法人バロック村井博之財団奨学金給付規程」の内容を確認し、理解し、同意した上で奨学

生に申し込みをいたします。       

１. 私は、貴財団の「個人情報保護方針」の内容を確認し、理解し、同意しています。  

２. 私は、選考の結果、奨学生として採用されない可能性があることを理解しています。 

また、選考の結果及び審査の内容に対して不服申し立てを行いません。  

３. 私は、提出した書類の返却を求めることは出来ないことを理解しています。  

４. 私は、奨学生として採用された場合は「公益財団法人バロック村井博之財団奨学生募集

要項」および「公益財団法人バロック村井博之財団奨学金給付規程」に記載のとおり以下

の義務が発生することを理解しています。       

(１) 給付期間終了後 2ヶ月以内に、書類を提出すること（成績証明書、生活状況報告書） 

(２) 異動届出等の重要な事象が発生した場合には報告を行うこと 

(３) 奨学生のため行なう行事について出席し、奨学生間の意識高揚、親睦に努めること 

５. 私は、奨学生として採用された後、貴財団が奨学金交付の休止、停止、打切りまたは返

還請求を行うことができることを理解しています。その場合、私は貴財団の決定に従う義

務があり、この義務は奨学生としての活動を満了した後であっても継続することを理解し

ています。  

６. 私と、私の保護者及び生計を一にする家族は、暴力団、暴力団関係企業、総会屋もしく

はこれらに準ずる者またはその構成員である者などの反社会的勢力ではないことを誓い

ます。   

私は、奨学生として採用された際は、貴財団の奨学金規程に従い、その責務を果たすこと

を誓約いたします。        

    年   月   日  

氏名 

自署押印      ㊞ 



一般財団法人バロック村井博之財団奨学金給付規程より抜粋 

（奨学金の休止、停止、打切り） 

第９条 奨学生が次の各号の一に該当すると認められる場合は、理事長は奨学金の休止、停止ま

たは打切りを決定することができる。 

（1）奨学金の申請書に虚偽の記載があった場合 

（2）奨学生が奨学金の受給中に、休学、停学、留年及び退学した場合 

（3）奨学生が本財団に対し指定された書類を提出しない場合 

（4）本財団の信用を害した場合 

（5）その他第２条に規定する奨学生としての資格を失った場合 

（6）前各号の他、奨学生として適当でない事実があった場合 

（奨学金の返還請求） 

第 10 条 前条の規定により奨学金の打切りを決定した事案について特に悪質と認められる場合

で、下記事情のいずれかがある場合、理事長は選考委員会の決議を経て、支給した奨学金の

一部または全部の返還を求めることができる。 

 （1）申請書に虚偽の記載があり、かつ、当該虚偽記載が悪質である場合 

（2）奨学生が留年または退学し、かつ、就学の態度が誠実でない場合 

（3）奨学生の就学状況が著しく不良であり、かつ、その原因が奨学生に起因する場合 

（4）奨学生が本規定のいずれかの条項に違反し、かつ、改善の要請にも拘わらず、改善され 

  ない場合 

（5）犯罪、反社会的行為その他社会的な信用を失墜する行為を行った場合 

（6）前各号の他、本財団の奨学金の趣旨に著しく反する場合 

２ 既に奨学金の給付を満了した奨学生について前条の事実が発覚した場合、理事長は選考委 

員会の決議を経て、支給した奨学金の一部または全部の返還を求めることができる。 

３ 本条の規定により奨学金の返還を求めることとなった場合、返還に要する振込手数料は奨 

学生負担とする。 



小論文 指定課題用紙 

論文課題 

以下のいずれかのテーマを選択し、□にチェックを入れてください。 

☐ グローバル社会へ飛躍するために 

     ～学生として何を学び、どのような事に挑戦すべきか～ 

☐ サスティナブルな社会の実現のために 

       ～日本の産業界は何を目標とし、どのような事に挑戦すべきか～ 

学校名：                                

学部：                                 

学年：                                 

氏名：                                 

※注意事項 

フォント：10.5pt  

文字数：800 文字以上 1200 文字以内 

言語：日本語のみ 







推  薦  書 

西暦   年  月  日  

公益財団法人バロック村井博之財団 

理事長 村井博之 殿 

大学所在地                                           

大 学 名                                            

職  名                                            

氏  名             ㊞                             

  次の者は，公益財団法人バロック村井博之財団の奨学金給付支援候補者として適当であると認めら

れるので，推薦いたします。 

※ 学校長又は指導教授が記入，押印してください。 

氏  名

ふ り が な

 性別  

生年月日      年   月   日生 学年  

学    部  

学科・専攻  

卒業(修了) 

予定年月 

特記事項  



個人情報の取扱いに関する同意書 

当財団は、募集選考にあたり、申請者様及び申請者の保護者様に関する個人情報の提

出をお願いしております。お預かりいたします個人情報に関しましては、個人情報保護

に関する法令・規範及び当財団のプライバシーポリシーを遵守し、適切に利用管理いた

します。下記事項をご確認いただき、本同意書に署名・捺印の上、ご提出いただきたく

お願い申し上げます。 

１．利用目的 

当財団にご提供いただく個人情報は、選考に関する以下の業務に利用いたします。 

（１）募集選考の実施 

（２）審査結果の連絡 

（３）募集選考に関連性を有すると合理的に認められる業務 

２．個人情報の第三者提供 

 当財団は法令で定められている場合を除いて、本人の同意を得ずに第三者に提供する

ことはありません。 

３．申請書類の保管及び処分について 

 提出された申請書類は、合否に関わらず返却いたしません。申請書類ならびに記載さ

れた情報は、当財団内の所定のルールに則り保管管理を行います。 

４．個人情報の開示請求について 

提供された個人情報について、利用目的の通知、開示、訂正、追加、削除などを希望

される場合は、財団事務局までお問い合わせいただければ、適切な方法で対応いたし

ます。 

上記の個人情報の取扱いについて確認し、同意いたします。 

（西暦）  年  月  日 

 ※本人氏名                   印 

 ※保護者氏名                  印 

          ※申請者が申請時に未成年の場合に限り記載をお願いします。 

（この同意書は申請者本人、保護者のそれぞれが自筆で署名の上、捺印してください。） 



（このページは返送不要です。） 

個人情報の保護に関する基本方針（プライバシーポリシー） 

 公益財団法人バロック村井博之財団（以下「本財団」といいます。）は、個人の人格

尊重の理念のもと個人情報の保護の重要性を認識し、「個人情報の保護に関する基本方

針」を制定して個人情報保護の実現に取組みます。 

１．法令等の遵守 

 本財団は、個人情報の保護に関する法令及び国の定める基準、ガイドラインを遵守し

ます。 

２．個人情報の取得 

 本財団は、個人情報について、適法かつ公正な手段によって取得します。 

３．個人情報の利用 

 本財団は、個人情報を取得の際に示した利用目的の範囲内でのみ、目的の達成上、必

要最小限において個人情報を利用します。 

４．利用目的の通知・公表 

 本財団は、個人情報の取得、利用にあたり、法令に規定されている場合を除き、その

利用目的を本人に通知または公表します。 

５．個人情報の第三者への提供 

 本財団は、法令等に定めがある場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ることなく、

個人情報を第三者に提供はいたしません。 

６．個人情報の管理 

① 本財団は、取得した個人情報の正確性及び最新性を保ち安全に管理するよう努め

るとともに、個人情報の漏えい、減失、毀損、改ざん、不正なアクセスの防止等か

ら個人情報を保護するため必要かつ適切な安全対策を採り、問題が生じた場合は遅

滞なく是正措置を講じます。 

② 本財団は、必要により個人情報の扱いを外部に委託する場合は、業務委託先に対

し、個人情報の適正な利用・管理が図られるよう適切な監督を行います。 

③ 本財団は、事務局長を個人情報管理責任者と定め、個人情報の適正な管理の実施

にあたります。 

７．個人情報の開示・訂正・利用停止・消去等 



 本財団は、本人から個人情報について開示もしくは追加・訂正・削除および、利用停

止・消去等の申し出があった場合には、本人確認等必要な調査を行った上で、速やかに

対応します。 

８．法令遵守のための取組みの維持と継続 

本財団が保有する個人情報等を保護するための方針や体制等について適切に運営す

るとともに、本財団の事業内容の変化及び事業を取巻く法令、社会環境、IT環境の変

化等に応じて、継続的に見直し、改善を実施します。 

９．個人情報に関する問合わせ窓口 

 個人情報に関する問合わせ、苦情等のお申し出は、財団事務局にて対応します。 

                    公益財団法人バロック村井博之財団 

                     理事長 村井博之 

【お問い合わせ窓口】 

公益財団法人バロック村井博之財団 財団事務局 

  E.mail：info@baroque-murai.or.jp



よくあるご質問（Q＆Ａ）

項目（Category） ご質問（Question） 回答（Answer）

応募資格・条件 大学院生（博士課程・修士課程）は対象ですか？ 大学院生（博士課程・修士課程）は対象外です。

応募資格・条件
「国の授業料減免制度」とは、高等教育修学支援制度のことになりますか？

それとも国公立大学向けの制度のことでしょうか？

高等教育修学支援制度を含め、給付型の奨学金制度の適用を受けている方は募集対象

外とさせていただいております。

応募資格・条件

現在、別の奨学金を応募しています。

もし現在応募している方が採用された場合、応募辞退は可能なのでしょう

か？

原則として辞退を前提としたご応募はお受けできかねますが、

奨学金が不要となる理由が生じた場合は「辞退届」のご提出にて承ります。

応募資格・条件
「他の給付型奨学金を受給していない者」とは、日本学生支援機構

（JASSO）の奨学金も含まれますか？

どの機関の奨学金かに関わらず、給付型の奨学金を受けている場合は、ご応募いただ

けません。

応募資格・条件 既に奨学金を受けていますが、応募可能でしょうか？ 既に給付型（返済不要）の奨学金を受けている方はご応募いただけません。

応募資格・条件
現在、授業料免除の申請をしていますが、まだ未決定の状況です。

「奨学生申込書」の項目にはどのように書けば良いでしょうか？

「奨学生申込書」の記入項目の欄に申請中である旨をご記入ください。

可能であれば、予定されている決定時期も書き添えてください。

応募資格・条件 年齢制限はありますか？ 年齢制限は設けておりません。

応募資格・条件
日本に留学するための資金確保のため応募を検討しています。

支援してもらえますか。

本財団の奨学金は、日本国内に居住し、応募年度に日本国内の大学、短期大学、専門

学校に

在学している学生が対象となります。

留学先の日本の学校が未確定の場合はご応募いただけません。

応募資格・条件
日本の大学に在学はしているのですが、日本国外からオンラインで授業を受

けています。

本財団の奨学金は、日本国内に居住している学生が対象となります。

日本にお住まいでない場合はご応募いただけません。

応募資格・条件 交換留学生（非正規生）は対象になりますか？
非正規課程の留学生につきましても、ご応募可能です。

ただし、在学期間（月）が給付対象期間となる旨、ご注意ください。

応募資格・条件
留学生ではない学生について、「日本人」とありますが、

永住権を持つ外国人も応募は可能ですか？
留学生ではない外国籍の方（永住権を持つ方など）もご応募いただけます。

応募書類

「奨学生申込書」の学歴・職歴等の枠が足りません。

省略して書くべきでしょうか？それとも枠を分割して記入したほうが良いで

しょうか？

枠を分割していただいて結構ですので、学歴・職歴を全て正しく記入してください。

応募書類 「奨学生申込書」に添付する証明写真のサイズには指定はありますか？
枠内（縦62㎜×横47㎜）に収まれば特に指定はございません。

一般的な証明写真を貼り付けていただければ結構です。

応募書類

「奨学生申込書」に記入する銀行口座、及び提出する通帳のコピーについ

て、

金融機関の指定はありますか？

奨学金をお振込みする銀行口座について、金融機関の指定はございません。

ただし、ご本人様名義の口座に限られますので、ご注意ください。

応募書類
応募書類は日本語で記入しなければなりませんか？英語でも良いでしょう

か？

ご本人が作成する書類は全て日本語の記入を指定しています。

ただし、学校が用意する書類については、成績証明書は日本語、英語、中国語のみ

（それ以外の言語は翻訳を添付）とし、推薦書は言語の指定をしていません。

応募書類 学校が学長、学校長名での「推薦書」の発行をしていません。

原則は学校（学長、学校長名）の「推薦書」のご提出となりますが、

学校の取り決めによりご用意が難しい場合は、指導教授による推薦でも結構です。

その場合は、特記事項欄に一言お書き添えください。

応募書類 「推薦書」は実筆でなければなりませんか？ 押印があれば、それ以外の項目は実筆でなくとも結構です。



応募書類 「推薦書」に学生の家庭事情などを盛り込むなどの必要はありますか？
必要に応じて特記事項欄にお書き添えください。

なお、特記事項欄については空欄でも結構です。

応募書類
「推薦書」は学校とメールでやり取りして作成を依頼しているため、PDFデー

タをプリントアウトしたものを提出しても良いでしょうか？

原本が望ましいですが、ご事情がある場合はデータをプリントアウトしたものを

応募書類に添えてください。

ただし、審査の際や奨学金給付前に原本のご提出を求める可能性もありますので、

原本は破棄しないことをお勧めいたします。

応募書類
教授が外国籍のため「推薦書」は英語での表記でも良いでしょうか？

日本語表記に限定されますか？
日本語表記に限定しておりませんので、英語でも結構です。

応募書類 「推薦書」の特記事項欄は何か書いた方が良いのでしょうか？ 特筆すべき事項がなければ、空欄で結構です。

応募書類
学士編入をした2年生での入学のため「成績証明」の発行はどうすれば良いで

すか？
編入前の大学の「成績証明書」または、卒業高校の「調査書」をご用意ください。

応募書類 「成績証明書」の※の項目は該当する学生のみが対象ですか？ ※の項目に該当する方のみに向けた但し書きとなります。

応募書類
「成績証明書」は在籍校のみの発行で良いでしょうか？卒業校の書類も必要

でしょうか？

在籍校にて「成績証明書」が発行できれば、卒業校の書類を加えてご用意いただく必

要はございません。

応募書類

留学生が「成績証明書」を卒業校から取り寄せる場合に時間がかかり、締切

に間に合いません。

その場合は写しの提出でも良いでしょうか？

国外からの取り寄せ等で原本のご準備が間に合わない場合、応募時には写しのご提出

でも結構です。

ただし、審査等で確認が必要と判断された場合には原本のご提出をお願いすることが

ありますので、

後日ご提出いただけるように、お取り寄せの手続きを進めていただくことを、お勧め

いたします。

応募書類
「成績証明書」の成績の応募基準（点数や単位の最低ラインなど）はありま

すか？

成績だけでなく、申請内容を総合的に判断するため、基準は設けておりませんので、

成績に自信のない方もご応募いただけます。

学内外での活動や奨学金を得て叶えたい目標などの自身の意欲や自信のある点をア

ピールしてください。

応募書類

大学１年生の「成績証明書」についての質問です。

この場合、「成績証明書」は出身高校の「調査書」との指定がありますが、

調査書の代わりに出身高校の成績証明書で代用することは可能でしょうか？

大学一年生の応募者さまに対しては、学業成績だけでなく、出欠状況などの生活の様

子を総合的に判断させていただいておりますので、「調査書」の代用として、「成績

証明書」をいただくことはできません。

応募書類 「小論文」のフォーマットの枠は伸ばしても良いですか？
内容や文字数に応じて縦に拡張してください。

横のサイズの変更はしないでください。

応募書類 「小論文」は手書きと入力のどちらで作成すれば良いですか？ 手書きでも入力でもどちらでも結構です。作成しやすい方法をお選びください。

応募書類 提出後に書類の訂正・修正をお願いすることはできますか？
公平性を保つため、ご本人様都合による訂正・修正はお受けできかねます。

ただし、本財団より訂正・修正を求める場合は除きます。

応募書類
留学生のため現在「住民票」を持っていない場合は、

在留カードを提出しても良いでしょうか？

在留カードをお持ちの方は、住民基本台帳法に基づき、お住まいの市区町村で

「住民票」が作成されますので、日本国民と同様に「住民票」の写しの交付を受ける

ことができます。

まずはお住まいの地域の市町村役場へご確認ください。

応募書類 「住民票」の本籍記載の有無は、どちらを提出すれば良いでしょうか？

本籍・続柄が記載されていない「住民票」をご準備ください。

また、マイナンバー（個人識別番号）も不要ですので省略してください。

※当財団では本籍やマイナンバー（個人識別番号）の記載がある書類はお預かりでき

かねます。

応募書類
「住民票」の代わりに、「戸籍の全部事項証明（戸籍謄本）」を提出しても

良いでしょうか？

「戸籍の全部事項証明（戸籍謄本）」や「戸籍抄本」につきましては、当財団が必要

とする居住する住所を示す項目も記載されていないため、「住民票」の代替書類とし

て受理することはできかねます。

また、戸籍に関連する書類には当財団がお預かりすべきではない個人情報が含まれて

おりますので、ご提出はお控えください。



応募書類
一人暮らしをしているため「住民票」は自分自身が世帯主となります。

別途家族の「住民票」も必要でしょうか？

「奨学生申込書」に記載した“世帯収入”により生活をされる方が含まれる「住民票」

をご用意ください。

※ご家族の援助を一切受けず、応募者自身の収入にて学費や生活費を支払っている場

合は、本人が世帯主の「住民票」のみで結構です。

応募書類

「個人情報の取り扱いに関する同意書」の未成年の保護者の署名・捺印欄に

ついて、

留学生の原本のやり取りは時間がかかり締切に間に合いません。

日本国内の身元保証をする者や、学校関係者の署名でも問題ないでしょう

か？

未成年（18歳未満）の場合には保護者（＝親権者）の同意が必要ですので、保護者

（＝親権者）の署名・捺印を取得してください。（印鑑を使用していない場合は署名

だけで結構です）

ただし、

「国際郵便の状況悪化等により、保護者の署名・捺印を郵送で取り寄せるのが間に合

わない」などの場合は、PDF等で送信して頂いたもののプリントアウトでも結構で

す。後日ご提出いただけるように、原本のお取り寄せの手続きを進めていただくこと

を、お勧めいたします。

応募書類
通帳を持っていません。キャッシュカードのコピーやアプリの画面のスク

リーンショットでも良いでしょうか？

通帳がない場合は、口座情報（金融機関、支店、口座種別、口座番号、名義人）が分

かるものであれば、その写しをご準備ください。

なお、口座の名義は本人のものに限られます。

応募方法
応募の際は学生本人が郵送すれば良いですか？大学での取りまとめは必要で

しょうか？

ご本人からの直接のご応募を想定しておりますが、学校にてお取りまとめされた上で

お送りいただいた場合でも受領いたします。

ただし、本財団からの結果通知についてはご本人のみへの通知といたしますので、

結果の把握につきましては、応募者ご本人に報告を求めるなどしてご確認ください。

応募期限

締切期日までに郵送したのですが、宛先不備のため書類が手元に戻ってきて

しまいました。

改めて郵送したら、期日を過ぎていても受付してもらえますか？

締切日までの消印があるご応募のみの受付をいたします。

個別の締切延長は、他の応募者様の審査に影響を及ぼすため対応できかねますので、

書類の送付漏れや宛先間違いについては十分にご注意ください。

応募期限
事情があり応募書類の一部を締切までに用意することができません。

締切を延長してもらえますか？

原則として応募者様都合の締切延長は行っておりません。

特別なご事情がある場合は、事前にHPのお問合せフォームより事務局へご相談くださ

い。

書類審査
書類審査の結果は合否問わず通知されますか？

また、いつ、どのような方法で通知されますか？

書類審査の結果については、合否問わず6月上旬を目途に書面またはメールにてご通知

いたします。

※申請書にご記入いただいたご住所またはメールアドレスへお送りいたします。

面接審査 面接の案内はいつどのように通知されますか。
書類選考通過者へ6月上旬を目途にメールにてご通知いたします。

※申請書にご記入いただいたメールアドレスへお送りいたします。

面接審査 面接は東京での対面の面接でしょうか。
面接審査は対面またはオンラインでの実施を予定しております。

実施方法と日程が確定しましたら、書類選考通過の方へご案内いたします。

面接審査
留学生のため、日本語が得意ではありません。

面接は日本語のみでしょうか？英語で話しても良いでしょうか？

面接は日本語で実施いたします。英語で受けていただくことはできません。

※小論文についても日本語での作成を指定しています。

その他
2020年3月末に設立されたばかりの財団とのことですが、大丈夫でしょう

か？

設立間もない財団のため、具体的な活動実績は今後積み上げることとなりますが、

内閣府による活動内容や財務状況等の審査を経て、公益財団法人に認定されておりま

すので、ご安心ください。

その他
学生や保護者の皆さまへ向けた周知のため、学校のHPに掲載しても良いで

しょうか？

より多くの学生や保護者の方へ機会を広げられればと考えておりますので、是非ご掲

載ください。

その他 募集は年に何回ありますか？ 募集は年に1回のみ（4月に募集開始、5月中旬の締切）です。
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